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研究成果の概要（和文）：　従来「読むこと」の領域に位置づけられてきた古典学習材の学習指導を「書くこと」の領
域に広げ、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕の学習指導の新しいあり方を明らかにした。日本語そのも
のの歴史的変遷に着目することが、学習効果や教室文化の創造に寄与することを指摘した。このことは日本語学習のカ
リキュラムを構想する軸としての、発達心理学を背景とした従来の言語の獲得・学習の系統に加え、日本語固有の特質
に根を持つ学習の系統の可能性を明らかにしたことを示す。また、思考の言語＝書記言語を学習者が手に入れるために
教師がどんな工夫をしているのか、教師の実践知の中からそのための教育方法や手立てを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research explores a new way of conducting Japanese language teaching with 
[items related to traditional linguistic culture and characteristics of the Japanese language], 
considering Japanese classical materials as means of developing one's writing skills rather than reading 
skills. This study utilizes the history of Japanese writing system as an important perspective.
Results of the study show the followings benefits:(1) A focus on the historical change of Japanese 
language helps create positive learning outcomes and classroom culture.(2) A new “axis” has been 
created to design the Japanese language curriculum. In other words, besides the orthodox manner of 
language teaching based on language acquisition and learning theories in the field of developmental 
psychology, this new approach rooted in the characteristics of Japanese language can be a new way of 
learning the language.

研究分野： 日本文学
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１．研究開始当初の背景 
 
「伝統的な言語文化」の教育は、新国語科

学習指導要領において「〔伝統的な言語文化
と国語の特質に関する事項〕」として新たに
項目化された。しかし、小学校では平成 23
年に、中学校では 24 年に全面実施を迎える
に当たっても「伝統的な言語文化」や「国語
の特質」の内実、ひいてはそこから何を学ぶ
のかの解明は十分であるとは言い難い。とり
わけ、本研究で取り扱う日本語の特質の一つ
である、歴史的背景を伴う書記の難しさ＝
「書けなさ」に着目した日本語の変遷、変容
についての研究は未開拓の状況である。これ
までにも日本語の特質の解明は進められて
きたが、焦点となるのは口頭言語であった。
書記言語については、言文一致に至る変遷を
描いたものがあるものの、現在の学習者が自
らの学習に活かし得る「書けなさ」の視点に
立ったものではない。 
この状況を受けて、本研究課題は、「書け

なさ」に立脚した日本語特有の変遷、変容と
いう側面からの書記史の解明と、それに基づ
く学習材の開発が急務であると捉え、またそ
の妥当性を検証するためのカリキュラムの
構築と検証が不可欠であるとの認識から着
想された。 
日本語書記の歴史においては、書記行為に

よって自らの思考を認識し深化させる過程
にある文章の姿を捉えることができる。漢文
では可能であっても日常生活の音声言語に
はない思考の有り様を、日本語文たる仮名文
で如何に表すか、これが古代人の「書けなさ」
の一つであった。それはそのまま、現代の学
習者がより高度な文章を書いていくそれぞ
れの段階で感じる「書けなさ」でもある。両
者に通底しているのは思考の言語＝書記言
語を手に入れる過程であり、学習者たちはこ
の点を通じて歴史上の書き手と思いを重ね
ることとなる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、伝統的な言語文化教育のための

学習材の開発とカリキュラムの構築を目的
とする。特に、学習者の「書けなさ」＝「日
本語特有の書記の難しさ」という観点の導入
によって、現代の学習者の学びのプロセスと
日本語書記史とを統合しようとする点が本
研究の特色である。具体的には、①最新の日
本語学・日本文学の知見に基づく書記史の解
明、②学習者の「書けなさ」の実態分析、③
「書けなさ」を自覚し克服するための学習材
の開発、④伝統的な言語文化教育のための学
習材及びカリキュラム開発と検証、を中心と
した研究を行う。 

 
３．研究の方法 
「伝統的な言語文化」の教育のための学習

材を開発するために、歴史的背景を伴う日本

語の特質を解明し、現代の日本語使用者（学
習者）の「書けなさ」の問題を明らかにする。
そのために、「書記史の解明」「学習者の「書
けなさ」の実態分析」「学習材の開発と有効
性の検証」を段階的に、一部は並行的に進捗
させていく。 
日本語書記史研究、またそれを解明する上

で重要な視点となる書記言語研究は、日本語
学において近年盛んになりつつある。しかし、
特に「書記」の概念には未だ定説となるもの
がなく、所謂「表記」の範疇から出ないもの
も多い。本研究では、平安時代初期から明治
時代にかけて作成された文章について、各時
期の指標となる文章を選定した上で、個々の
文章の書記言語の有り様を観察しうる指標
を措定し、文章の分析とそれに基づく学習材
への応用を進める。 
また、本研究ではナラティブ・アプローチ

を採用し、教師に対する調査を実施する。特
に、学習指導の実例に基づいて、教師・学習
者が何を「書けなさ」と捉え、それに対して
どんな工夫をしているのか、教師の実践知の
中からそのための教育方法や手立てを明ら
かにする。 
最終的には、これらの成果をもとに、日本

語の特質を自らの言語生活の中に見出すた
めの学習材を開発し、実験授業を実施するこ
とによりその有効性を検証する。そのために、
カリキュラムの試案を構築し、有効性の検証
のための指標とする。 
 
４．研究成果 
本研究では、従来「読むこと」の領域に位

置づけられてきた古典学習材の学習指導を
「書くこと」の領域にまで広げ、「〔伝統的な
言語文化と国語の特質に関する事項〕」の学
習指導の新しいあり方について、日本語書記
史の観点から明らかにすることができた。 
日本語書記史の解明においては、定番教材

に加え、日本語の「特質」を学ぶための学習
材の候補となる素材文を選定した。それらの
文章では、主に文章の形式面（ジャンル・表
記・文法・構成、等）と書記言語の有り様（書
記言語における意味構造化・漢文の組み立て
に依存した文章構造、等）という二つの側面
から作品の言語分析を行うことで、素材文を
教材化するための観点を抽出することがで
きた。一例として、日本語書記史における「書
けなさ」の背景について次のような考察を行
った。『今昔物語集』（またそれに先立つ『三
宝絵詞』（観智院本））は、漢字片仮名交りの
表記体による説話集である。当該期は、漢文
訓読における補助的／表音的な位置にあっ
た片仮名が一つのまとまりをもった文章・作
品に多く用いられ出す時期に当たる。特に、
仏教的な色彩を持つ説話や鎌倉期に登場す
る聞書・抄物といった仏教の学問的活動、注
釈的な活動に片仮名文が多い。それまで、宗
教的な思考を実現する言語は漢文中心であ
って、その思考は個人やその世界の内（同一



コンテクスト内）で深められるものであった。
しかし、説法、布教活動、講義の生きた形で
の記録といった場においては、漢文的な言語
／思考とは異なる書記の実現が必要となる。
日常言語により近い平仮名文でもそれは実
現されないのであって、片仮名文は宗教（学
問）言語〈書く・考える〉と日常言語〈話す・
聞く〉の衝突の中で（和漢）混淆の様相を深
めたとも言えよう。日本語書記史的な背景、
あるいは言語の特質に関わる知見が可能に
する“古典を「読むことから書くこと」の教
材へと転換する”ことの意義は、学習者が日
本語書記の史的変遷を辿ることで、書記様式
／書記言語が思考様式／思考の言語と深く
関わることを知ることにある。 
一方、学習者の「書けなさ」の実態分析に

おいては、国語教育における「書くこと」の
学習指導の事例の考察を通じて、思考の言語
＝書記言語を学習者が手に入れるために教
師がどんな工夫をしているのか、教師の実践
知の中からそのための教育方法や手立てを
明らかにした。先に見た日本語書記史の場合
と同様、学習者の「書けなさ」に関わるのは
思考様式の獲得であって、具体と抽象・比喩
（存在の類比／関係の類比）等の思考様式に
関わって行われる書記行為とともに学習者
は自らの思考を認識し深化させていること
が明確になった。 
以上、二つの領域からの分析結果を統合し、

現代の学習者が抱える「書くこと」に対して
感じる難しさ、及び教師が「書くこと」の学
習指導において行っている工夫を古典の文
章上で取り上げ、課題として位置づけるため
に、日本語書記史の解明によって得られた観
点を自覚的に取り入れた教材を開発した。 
具体的には、『枕草子』を題材として、作

品解釈と同時に「書くこと」の力の育成が達
成される単元計画を設計した。そこで以下の
ような成果を得た。①影印本を使用すること
で、句読点位置の違いがもたらす解釈の違い
を感じ取り、言葉と絵で表現することを活動
目標とした。その結果、学習者は教材文の内
容だけでなく、「筆」（書きぶり）に着目して
読むという視点を獲得することになった。②
『枕草子』の特徴である「一般化」の概念を
習得することを目標として、季節の中から主
題を選び、具体例からその本質を述べること
を目指した。『枕草子』における「一般化の
筆」という特徴は、この本質観取という手続
きと並べることで、より構造的なものとして
浮かび上がる。③日本語の文章史において、
『枕草子』が一般・普遍・本質……といった
概念を獲得して文章化に成功しているとは
言い難いが、これらの概念を獲得途中にある
学習者たちにとっては、一般化の概念の獲得
という点で重なる部分を持つ教材であると
言える。 
本研究では、日本語そのものの歴史的変遷

に着目することが、学習効果や教室文化の創
造に寄与できることを示すことに成功した。

日本語学習のカリキュラムを構想する際の
軸としての、従来の発達心理学を背景とした
言語の獲得・学習の系統に加え、日本語固有
の特質に根を持つ学習の系統の可能性を明
らかにしたと言える。 
以上のように、本研究では個別的な教室を

対象として具体的な学習材を開発し、授業と 
いう教育活動を実現することには成功した。
しかし、開発された学習材がより多くの教室 
において多様に利用され、学習材としての可
能性を広げていくためには、多様な教室／学 
習者の実態を越えて古典と学習者を結びつ
けるための理論が必要である。本研究におい
ては、日本語書記史を観点とした国語科教育
内容論の構築に課題が残った。古典作品を選
んで教育方法を添えただけでは学習材とし
ては不十分である。今後、古典の学習材を配
置しカリキュラムを構築するためには、歴史
的変遷から見た「国語の特質」に重きを置く
国語科教育内容論の構築が必要であること
が明らかとなった。 
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